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 癌組織内において、癌細胞は、正常肺組織の間質細胞とは生物学的性質が異なる癌関
連間質細胞との相互関係により、癌細胞の増殖能や転移能を高めているとの報告があ















面積の比率をPDPN-CAFs score（%）として評価した。PDPN-CAFs score を基にPDPN-
CAFs gradeとして3群（grade 0: <10%、grade 1: 10-50%、grade 2: >50%）に分類した。
grade 0、grade 1、grade 2の症例は、それぞれ65例、34例、20例であった。PDPN-CAFs 
grade別の臨床病理学的特徴を比較すると、PDPN-CAFs grade が高い症例は、有意にリン
パ節転移（p < 0.01）と血管浸潤（p < 0.01）の頻度が高かった。 














鈴 木 繁 紀 
Ezrin-expressing lung adenocarcinoma cells and podoplanin-positive fibroblasts form a 
malignant microenvironment 
（エズリンを発現する肺腺癌細胞とポドプラニンを発現する線維芽細胞は悪性度の高い 
 微小環境を形成する） 
